
 

 

 

 

 

 

窓口支援

企業情報

有限会社

所在地 

ホームペー

設立年 

従業員数 

 

料理の味

けでなく、

可能性を日

よる製品化

も参画する

の食品の香

の提案のお

当社は、

に古くから

させて出来

がらし、糀

現在は、伝

野への挑戦

り）」が語源

「生かん

割烹等で利

が特徴です

「かんず

素材別で各

漬けの元祖

酒のおつま

辛さ控えめ

えば、食が

さっぱりと

めの「あた

好評をいた

援事例 

社かんず

新

ジ URL h

1

味付けとして使

新たな製法に

々追求してい

化の過程で使用

ることで、例え

香辛原材料等に

お手伝いをして

1966（昭和

ら伝わる塩漬

来る世界的にも

糀、柚子、食塩

伝統の「かんず

戦も行っていま

源とされてい

んずり」は、糀

利用され、通常

す。 

ずり漬」は、漬

各種バリエー

祖で、山菜（う

まみとしても最

めで食べやすく

が進むこと間違

として美味しい

たりめ」、柚子

ただいています

【INPIT

ずり 

新潟県妙高市

http://www

1966 年 

１ ５ 人  

使用される昔

による新製品

います。最近

用される調味

えば、ポテト

にも混合使用

ています。 

和 41）年の創

漬けした唐辛子

も珍しい辛味

塩を原材料に

ずり」を残し

ます。なお、

います。 

糀の発酵を止

常の「かんず

漬け込むこと

ションがあり

うど、わらび

最適です。ま

く作りました

違いなしです

い「しその実

子の皮を大き

す。 

T 新潟県

市 

w.kanzuri

昔ながらの製

品の開発を行

近では、他社企

味料としての

トチップス、ラ

用され、これま

創業以来、新

子を雪にさら

味調味料「か

に使い、国内

しつつ、新たな

「かんずり」

止めずに仕上

ずり」に比べて

とによって新

ります。特に

び、こごみ）を

また、「えのき

たので、ご飯の

す。この他、

実」、かんずり

き目に刻み込み

県知財総

.com 

業 種

資本金

企業概要

製法による「か

行い、「かんず

企業さんとの

「かんずり」

ラーメン、液

までになかっ

新潟県妙高市

らして麹と共

んずり」を地

内で唯一製造し

な「かんずり

は、「寒造里

げた逸品で、

てさわやかな

しい風味が生

に、「山菜」は

を豊富に入れ

き茸」は、独

の上やおにぎ

しその実の程

りに漬け込ん

み漬け込んだ

一押し商品

自社の強み

総合支援

種 農林水

金 300 万

 

かんずり」だ

ずり」の利用

の共同開発に

の提供等に

液体調味料等

った新規な味

市（旧新井市）

共に３年熟成

地元産のとう

しています。

り」の活用分

里（かんずく

高級料亭や

なゆずの香り

生まれ、各種

は、かんずり

れてあり、お

独自の製法で

ぎりの具に使

程よい風味が

んだ干しする

だ「ゆず」も

品 

み 

援窓口】 

産業 

万円 

だ

に

に

等

味

成

 

分

や

種

お

で

使

が

る

２０１９年年度版 

 

 

 

INPIT 新

をスムーズ

項目等の留

にとっては

知財総合支

同社は、

知活動で訪

自社保有

のコラボ商

進み、顧客か

法について

その後、

原料として

特に、各社か

て、専門家

内容にする

支援を通

することに

ボ商品の開

使用契約等

新潟県知財総合

ズに進めること

留意事項につい

は非常に強い味

支援窓口活

知財に関する

訪問したことが

有商標権の更新

商品（期間限定

から提示され

て説明を行いま

異なる大手食

て「かんずり」

から提示され

家（弁理士、弁

るための留意事

通じ、自社製造

による売上拡大

開発が進んでい

等の各種契約に

大

で

っ

す

合支援窓口や

とができまし

いてのアドバ

味方であり、

活用の概要

る重要性を認

がきっかけで

新についての

定販売のポテ

れた契約書内

ました。 

食品会社との

が使用される

れる契約書の

弁護士）の協

事項、自社の

造の「かんず

大と知名度向

います。これ

にも慣れつつ

窓口担当

同社は、自社

大事に使用され

は、大手食品

ているそうで

することなく相

窓

窓口

企業か

や専門家から

した。特に、顧

バイスを受け

今後もご指

（記：窓口

認識して「かん

でその後に連

の相談を受け

テトチップス

容の確認ポイ

のコラボ商品

ることになり

の構成や文言等

協力を得ながら

の強みである

ずり」の販売だ

向上にも積極

れまでの契約機

つあり、この

当者から一

社の製品だけ

れおり、これ

品会社等の顧

ですが、これ

相手企業と交

最初

その

窓口を活用

活用のきっ

からのメッ

ご支援をいた

顧客から提示

けました。この

指導を仰ぎたい

口担当者） 

んずり」に係

連絡をいただく

け、その際にそ

）に使用する

イントや商品

（季節限定販

り、顧客から提

等の内容が異

ら、契約締結

る登録商標の有

だけに止まら

的に目を向け

機会の蓄積に

ような経験を

言 （氏名

けでなく登録

れまで注意深

顧客から、原

れまでの支援

交渉することが

初の相談概

の後の相談

用して変わ

っかけ 

セージ 

ただいたこと

示された契約

のような支援

いと考えてお

係る登録商標

くことになり

その登録商標を

る原料として

品パッケージに

販売の袋入り

提示された契

異なり理解と対

結へ至る基本

有効活用等に

らず、他社へ

ける機運が高

により、原材

を社内に展開

名：中村 

録商標としての

く維持及び活

材料としての

により、契約

ができるとの

概要 

概要 

ったところ

とで、大手食品

書について、

援が無料で何回

おります。 

も複数保有し

りました。 

をフューチャ

ての「かんずり

に表示される

ラーメン、カ

契約書につい

対応に時間を

的な対応方法

についての支援

の原材料とし

高まり、現在も

料提供契約、

開して運用され

敏行） 

の「かんずり

活用に取り組

の「かんずり

約への対応が

の謝辞を受け

ろ 

品会社等の顧

記載条項の

回も可能な窓

しています。

ャーした大手

り」の提供契

る登録商標の

カップラーメ

ての相談を受

を要するとの

法、不利にな

援を行いまし

して「かんず

も複数の提携

秘密保持契

れております

り」に大変愛

組まれていま

り」の提供依

が明確になり

けました。 

顧客との契約

の内容や確認

窓口は、弊社

当窓口の周

手食品会社と

契約の話題に

の表記等の方

メン等）にも

受けました。

の悩みに対し

ならない契約

した。 

ずり」を提供

携先とのコラ

契約、商標権

す。 

着を持って

した。最近

頼が多くな

、今後も臆

2022年08月10日更新　新原稿



 

 

 

 

 

 

窓口支援

企業情報

有限会社

所在地 

ホームペー

設立年 

従業員数 

 

料理の味

けでなく、

可能性を日

よる製品化

も参画する

の食品の香

の提案のお

当社は、

に古くから

させて出来

がらし、糀

現在は、伝

野への挑戦

り）」が語源

「生かん

割烹等で利

が特徴です

「かんず

素材別で各

漬けの元祖

酒のおつま

辛さ控えめ

えば、食が

さっぱりと

めの「あた

好評をいた

援事例 

社かんず

新

ジ URL h

1

1

味付けとして使

新たな製法に

々追求してい

化の過程で使用

ることで、例え

香辛原材料等に

お手伝いをして

1966（昭和

ら伝わる塩漬

来る世界的にも

糀、柚子、食塩

伝統の「かんず

戦も行っていま

源とされてい

んずり」は、糀

利用され、通常

す。 

ずり漬」は、漬

各種バリエー

祖で、山菜（う

まみとしても最

めで食べやすく

が進むこと間違

として美味しい

たりめ」、柚子

ただいています

【INPIT

ずり 

新潟県妙高市

http://www

1966 年 

12 人 

使用される昔

による新製品

います。最近

用される調味

えば、ポテト

にも混合使用

ています。 

和 41）年の創

漬けした唐辛子

も珍しい辛味

塩を原材料に

ずり」を残し

ます。なお、

います。 

糀の発酵を止

常の「かんず

漬け込むこと

ションがあり

うど、わらび

最適です。ま

く作りました

違いなしです

い「しその実

子の皮を大き

す。 

T 新潟県

市 

w.kanzuri

昔ながらの製

品の開発を行

近では、他社企

味料としての

トチップス、ラ

用され、これま

創業以来、新

子を雪にさら

味調味料「か

に使い、国内

しつつ、新たな

「かんずり」

止めずに仕上

ずり」に比べて

とによって新

ります。特に

び、こごみ）を

また、「えのき

たので、ご飯の

す。この他、

実」、かんずり

き目に刻み込み

県知財総

.com 

業 種

資本金

企業概要

製法による「か

行い、「かんず

企業さんとの

「かんずり」

ラーメン、液

までになかっ

新潟県妙高市

らして麹と共

んずり」を地

内で唯一製造し

な「かんずり

は、「寒造里

げた逸品で、

てさわやかな

しい風味が生

に、「山菜」は

を豊富に入れ

き茸」は、独

の上やおにぎ

しその実の程

りに漬け込ん

み漬け込んだ

一押し商品

自社の強み

総合支援

種 農林水

金 300 万

 

かんずり」だ

ずり」の利用

の共同開発に

の提供等に

液体調味料等

った新規な味

市（旧新井市）

共に３年熟成

地元産のとう

しています。

り」の活用分

里（かんずく

高級料亭や

なゆずの香り

生まれ、各種

は、かんずり

れてあり、お

独自の製法で

ぎりの具に使

程よい風味が

んだ干しする

だ「ゆず」も

品 

み 

援窓口】 

産業 

万円 

だ

に

に

等

味

成

 

分

や

種

お

で

使

が

る

２０１９年年度版 

 

 

 

INPIT 新

をスムーズ

項目等の留

にとっては

知財総合支

同社は、

知活動で訪

自社保有

のコラボ商

進み、顧客か

法について

その後、

原料として

特に、各社か

て、専門家

内容にする

支援を通

することに

ボ商品の開

使用契約等

新潟県知財総合

ズに進めること

留意事項につい

は非常に強い味

支援窓口活

知財に関する

訪問したことが

有商標権の更新

商品（期間限定

から提示され

て説明を行いま

異なる大手食

て「かんずり」

から提示され

家（弁理士、弁

るための留意事

通じ、自社製造

による売上拡大

開発が進んでい

等の各種契約に

大

で

っ

す

合支援窓口や

とができまし

いてのアドバ

味方であり、

活用の概要

る重要性を認

がきっかけで

新についての

定販売のポテ

れた契約書内

ました。 

食品会社との

が使用される

れる契約書の

弁護士）の協

事項、自社の

造の「かんず

大と知名度向

います。これ

にも慣れつつ

窓口担当

同社は、自社

大事に使用され

は、大手食品

ているそうで

することなく相

窓

窓口

企業か

や専門家から

した。特に、顧

バイスを受け

今後もご指

（記：窓口

認識して「かん

でその後に連

の相談を受け

テトチップス

容の確認ポイ

のコラボ商品

ることになり

の構成や文言等

協力を得ながら

の強みである

ずり」の販売だ

向上にも積極

れまでの契約機

つあり、この

当者から一

社の製品だけ

れおり、これ

品会社等の顧

ですが、これ

相手企業と交

最初

その

窓口を活用

活用のきっ

からのメッ

ご支援をいた

顧客から提示

けました。この

指導を仰ぎたい

口担当者） 

んずり」に係

連絡をいただく

け、その際にそ

）に使用する

イントや商品

（季節限定販

り、顧客から提

等の内容が異

ら、契約締結

る登録商標の有

だけに止まら

的に目を向け

機会の蓄積に

ような経験を

言 （氏名

けでなく登録

れまで注意深

顧客から、原

れまでの支援

交渉することが

初の相談概

の後の相談

用して変わ

っかけ 

セージ 

ただいたこと

示された契約

のような支援

いと考えてお

係る登録商標

くことになり

その登録商標を

る原料として

品パッケージに

販売の袋入り

提示された契

異なり理解と対

結へ至る基本

有効活用等に

らず、他社へ

ける機運が高

により、原材

を社内に展開

名：中村 

録商標としての

く維持及び活

材料としての

により、契約

ができるとの

概要 

概要 

ったところ

とで、大手食品

書について、

援が無料で何回

おります。 

も複数保有し

りました。 

をフューチャ

ての「かんずり

に表示される

ラーメン、カ

契約書につい

対応に時間を

的な対応方法

についての支援

の原材料とし

高まり、現在も

料提供契約、

開して運用され

敏行） 

の「かんずり

活用に取り組

の「かんずり

約への対応が

の謝辞を受け

ろ 

品会社等の顧

記載条項の

回も可能な窓

しています。

ャーした大手

り」の提供契

る登録商標の

カップラーメ

ての相談を受

を要するとの

法、不利にな

援を行いまし

して「かんず

も複数の提携

秘密保持契

れております

り」に大変愛

組まれていま

り」の提供依

が明確になり

けました。 

顧客との契約

の内容や確認

窓口は、弊社

当窓口の周

手食品会社と

契約の話題に

の表記等の方

メン等）にも

受けました。

の悩みに対し

ならない契約

した。 

ずり」を提供

携先とのコラ

契約、商標権

す。 

着を持って

した。最近

頼が多くな

、今後も臆

2020年2月28日掲載　旧原稿


